
 福祉類型 2・3年次生 

 

手作りの「光るキーホルダー」 

地域のお年寄りにプレゼント 

  

 福祉類型では、地域の方々に交通安全を呼びかけるために、反射テープを使用しリボンレイという手法で

編み上げた「光るキーホルダー」を製作しています。今回は、卒業した３年次生が一つ一つ手作りしたこの

「光るストラップ」を地域のお年寄りに配布し、交通安全を啓発していただくために、２年次生が山県市北

部地域包括支援センターにお届けしました。 

 

    ３年次生が、１つ１つ丁寧に製作。好みに合わせて選んでいただけるよう、カラー展開を増やしたり、

ストラップタイプとキーホルダータイプの２種展開にしたりしました。 

 

 

 

 

 

         

 

    ２年生が、一つ一つメッセージを添えてラッピングし、山県市北部地域包括支援センターの方に用途や

効果の説明をして、お渡ししてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    福祉類型では、今後もこの「光るストラップ」を先輩から引き継ぎ、製作して地域のお年寄りにお届け

し、広く地域の方々の安全のために貢献していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         
        

              

          
           

       

    
          

     
                    
                
                    
                     
                     
                 
          


